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③学校と家庭
の課題

02 放課後等
における多様
な体験活動

従来の「見守り」に「講座」を組み合わせたハイブリッド型の
運用を導入したが、提供する講座内容によって児童の興
味・関心に顕著な偏りが生じており、特定の活動において参
加意欲が低下し形骸化している点が、継続的な改善を要す
る現状の課題である。

講座内容による興味の偏りに対し、意欲が低下した児
童へ個別の声掛けや講座の意義について丁寧な説明
を行うとともに、保護者へも協力を仰ぎ、地域・家庭の
両面から受講に対する前向きな意識を醸成できるよう
取り組んだ。

令和６年度は「見守り」を基本としつつ、不定期にワークショップ等の多
様な体験機会を設けた。実施に際しては、児童が極めて高い集中力で
主体的に取り組む姿が見られ、こうした体験の積み重ねが、令和７年
度から本格導入する「講座形式」への円滑な移行に向けた有効な動機
付け（プレ実施）になったと分析している。

児童のニーズに合致した講座展開と選択
制の定着により、受講に対する納得感を
高め、年間を通じた高い参加率の維持お
よび、意欲低下に起因する中途欠席の
解消を図る。

各講座における児童
の平均参加率。 64 % 80 70

02　本
年度の
目標値
を下回
り、取
組の工

本年度は、各講座の平均参加率が目標を下回る結果となったが、その
要因である保護者の意向と非道の受講意思の乖離を解消するため、次
年度は申込段階での本人意思の確認徹底を保護者へ強く働きかけると
ともに、児童が主体的に参加したくなる環境整備や声掛け等の外部サ
ポートを充実させ、参加意欲の向上と活動の活性化を図る。

※行が足りない場合は、非表示になっている行を再表示してください。

アウトカムの達成度に関する評価・分析
（事業における成果、課題、改善点等）

令和７年度「地域と学校の連携・協働体制構築事業」実績報告関係様式

●R７年度に本事業で重点的に取り組む課題に応じた目標等の設定様式
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